
豊能町の農業振興施策について

○農産物直売所「志野の里」
・農作物の販路確保のため、直売所の運営を支援（町）

○農業者の経営の安定への支援
・経営所得安定対策（国）

○経営発展に資するハウス設置の支援や農産物PRを実施
・農業用園芸ハウス設置補助事業（町）

・「大阪エコ農産物」「とよの美味（もん）」「大阪産（もん）」の推進・ＰＲ
・農業祭の開催支援

○地域ぐるみでの農地保全活動等を支援
・多面的機能支払交付金（国）
・中山間地域直接支払交付金（国）
・棚田・ふるさと保全事業（府）

○ほ場整備の実施
・牧地区（R3～）・高山地区（R4～）で実施中
（府営農村総合整備事業・国）

○ため池の整備や安全性の向上
・老朽化したため池の改修（国・府）
・耐震性の診断・ため池ハザードマップの作成（国）
・受益農地が無くなったため池の廃止
（山ノ神上池・下池・R5～・（国））

○農業用水路、農道の整備・補修
・農空間保全地域整備事業（R5～（府））

・法定外公共物（里道・水路）の整備補助（町）

○災害復旧事業（国）

○有害鳥獣の捕獲
・大阪府猟友会豊能支部と連携

○シカ・イノシシ・アライグマ用の捕獲檻の貸し出し

○地域ぐるみや、個々の農地での獣害柵設置の支援
・鳥獣被害総合対策交付金（国）
・有害鳥獣被害防護柵設置事業（町）

○「とよの就農支援塾」の運営
・町内で就農を目指す方に栽培技術や経営管理を研修
卒塾後のフォローアップも実施（町）

○経営開始資金の支援
・青年就農交付金給付事業（国）

○農業機械や施設の導入を支援
・新規就農安定促進支援事業（町）
・経営発展支援事業（国）

○農地中間管理事業による農地貸借の円滑化
・町が農地貸借希望者の調整や相談に対応

地域計画

10年後の地域農業の将来像を話し合い、誰が農地を担うのか明確にするとともに、将来像の実現に向けて、
どのように取り組むのかを検討し、計画に取りまとめます。下記の支援策も活用して実現に取り組みつつ、
話し合いは継続的に実施し、計画を見直していきます。

農家の経営や地域の共同活動を支援します。 新規就農希望者の育成や農業参入を支援します。

農地の整備や農業用施設の保全を支援します。 イノシシやシカ等による農作物被害を防止します。

▲志野の里

▲ほ場整備済農地（牧）

▲地域協働で防護柵設置(牧）
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鳥獣被害対策の実施

ほ場整備

農地を企業に貸借

農地を担い手に集積

担い手の確保・育成

アンケート（取組むべき施策・上位５項目）
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（本資料に関するお問い合わせ先 農林商工課 739-3424）※（国）は国補助事業、（府）は府補助事業、（町）は町単独事業
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（回答４９５名）

▲とよの就農支援塾

▲農道を直営施工（川尻）

▲廃止予定ため池（吉川）

▲電気柵
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▲捕獲檻（シカ）

▲棚田保全活動（高山）


